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　　　　　　　　　　　第三章　齪測の結果（nづき）　〔伊達英太郎〕
　　　　　　　　第3地歴　　ソリス淵祁付ミ斤三　（700～120つ）
　この部分は火星表面で寂しV・所で，ここから190。無碍は10糎程度には引く歯
が立たぬと云って良い位寂しい．が，20糎以上の口樫を用ふ事によって，ソリ
ス湖附近の景色からシレ｝ヌム邊の美しい景色と，共北方赤道附近に交はる所
謂ロ】エル派の細V・カナルが，氣流の牧まつ時にのみ認められる．渡邊氏は花
山のクック30糎で，随分澤山の細V・カナルを認められた．
　ソリス湖は一名“火星の目玉”と稽される大器卵形をした盟友色の湖でJこ
れのみは10糎にも氣興国態さへ良ければ認められる，相當濃い模様で，mリス
レウム大海の西方に位し，ネクク1蓮河によって蓮結されてみる．このソリス
湖は今迄に種々形を攣へ，或は楕圓形に，或は圓形に，或は勾玉形と愚母し，
本年は一寸瓢箪に似た形を呈し，今後の攣形に期待する事が出來る．何分1935
年，1937年の接近共にこのソリス湖は火星像の南縁に近く正確な三瓶を見るに
ば不適だつたが，次回の接近からは，火星の南極地方が見られる事になるから
ソリスはディスクの中央邊へ來て，その雄大な姿を充分に観測出挙る檬になるか
ら，1939年8月の15年目の大接近が待たれる．
　その南方のタウマシや地方は近年注意されてるるが何分ソリス湖以上に南な
ので正しい地勢が判らない．
　次に，ソリス湖を大日本帝國に例へると，恰度シベリア滑海洲に為る所のフィ
リキシ地方は，アントニヤヂ氏により2つの黒斑を嚢見されてるるが，これも
上蓮の理山で見られなかった．
　ソリス湖の北方，．赤道上に，ソリス程濃くない筈のチソニウス湖があるが，
これが今回は非常に濃くなり，ソリス湖と同隊の濃さとなり眼を牽いた．ソリ
ス，チソニウス共に，渡邊，前田丁丁により撒個の黒斑の集合から出來てるる
事を確認されたのts　）今回の接近での牧得の1っであった・
　このソリス，チソニウス爾湖の分離は，アント＝ヤヂ氏以外には饒り知らな
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V・所から見て，二二の眼の鋭さには驚いてみる．自分は只濃淡のある三二けは
判ったが分離迄二二なかった．
　北極近くへ飛んで，ボリウム地方は一帯に淡黒く見，此邊一・帯に雲や霧の如
きものの出現が頻繁だった事は何を語るか？
　尚，小さV・湖として，チソニウスの左右北方にある，メラス湖は4人共確認
し，西方のコロンバ泉はク。ク30糎の威力と渡邊氏の鋭眼に見出されてみる．其
他ケラウ＝ウス運河の南端にあるアスクラエウス湖は渡邊，前田氏共に槻測さ
れ，自分は一度見てみる・
　運河一この地遮で最も濃い太V・カナルはオ1ロラ濁とチソニウス湖をつな
ぐアガソデモン運河とエリスレウム海とソリスをつなぐネクタ1運河であっ
て，これは15糎にも見られる濃いもので，渡邊，前田雨氏の鋭眼にはこれ叉，
斑晶の直鎖に見られた．ボリウムからアスクラエウスへ通じてみるのはケラウ
＝ウス運河で，これは淡V・が太V・もので4三共書いてみる．
　ニラス，ユリセス，クンクルス，フレゲトン，等の淡V・細いカナルは渡邊氏
によって見られてるる．
　　　　　rc　4　IXX　シ1／1ヌム淋，アマゾ＝ス地方　（1200～1800）
　第3匠以上に望遠鏡裡には寂しV・．ソリス澗を火星の眼玉とすれば，シtZヌ
1ム海は差回り火星の眉毛とでも云ふべきか．このシレ1ヌムのみ青緑色の張
V、黒色で，他に見えるのは，L・1クジヌス，カストリウスの爾湖及プロポンチ
ス1，IIのプロツクである．シtz　1ヌム海は，ロ1エル派の蜘書に見る如き美
しV・三軍な海ではなく，濃淡，斑鮎，突起入り交った細長い海で，渡邊氏はクッ
ク屈折の威力で細かく槻察されてみる．この海め西部はシムメリウム海に接し
てみる．北牛球前述の4個の黒斑は，：先回の接近には非常に判然と見られ，前
田氏は常に10cmで其形状を捕へられたが，今回はここの：方面一帯及北極の方
へかけて黄色の霞の如きものの出現が頻繁で，4箇共判然と見られた事は少な
かった．
　運河一渡蓬氏はこの邊一帯に第3匝と同様細V・蓮河を見られたが他の3入に
は見られなかった・著しい運河としては，シン1ヌムとシムメリウムの中間よ
の磯して，クnニウム海へそNぐ奇麗にカ1ブしたシモイス二河，シレ1ヌム
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海の中央部ゴルゴニウム濁から北方へ延びたゴルゴン運河・ユiクジヌス湖よ
1）南東へ延びたピリフレゲソン蓮河等で，これ等は前田氏，小生共に認めてみ
る．他に細いものはあるが，voつれも槻測の難しV・ものである・
　　　　第5幅：シムメリウム海；，エリシウム附近　（1800～250d）
　この部分で最も眼を牽くのは，火星像上部（南部）に東西に莚びたシムメリウ
ム海の青三色で濃淡入り交った三二な三二である．この南方クロニウム海（今
回はディスク上に表はれてるなV・）の闇にあるエレクトリス，一xリダニや爾大陸
は，ディスクの南縁近くに帯青白色に輝き30。のアルガイや大陸と共にヘラス大
陸以上に美しく光ってみた．この爾大陸を匪切ってみるスカマンデル運河は誰
の目にも明瞭．これに次いで目を牽くのは，有名なエリシウム地方の＄い五角
形たが，これは1935年度の接近には白V・島形になり10糎にも見られたが，今回
ば形歌が判然とせす非常に淡く，20糎級にも確認出來なかった．これは云ひか
へればエリシウムを園む，ユiノストスジヒブレウス；カオス，スチックス等
の蓮河が非常に淡かったと云へる．エリシウム地方の東端に濃いトリビウム・
チヤロンチスは今回も相攣らす濃く，これからプロポンチス1へのハデス1は
：先回の時には非常に太いものと思ってみたが，今回口径；が増した二二として，
ハヂスとフレグラとを明瞭に分離出來た．トリビウムからシムメリウム海へ走
ってみるケルベルス1，IIの中，1の方は非常に太く濃く三流歌島の良）・場合，
圓い斑黙の蓮鎖と云ふ事を渡邊，前rj，爾氏及小生によって確認された．ケル
ベルスIIの方は1に比し非常に淡く細く，二流が悪い場合は見えない事もあ
った．エリシウムの北方にあるスティンフアリウス，シソニウス爾湖は明瞭に見
られた．再び南二三に戻ってシムメリウム海とティレ1ヌム海との聞のヘスペ
リや地方は特に渡邊，前田爾氏の鋭眼によって正しい三二を認められ，その中
にあるヒリア湖を確認されたことは，1935年度から見て素暗らしい熟練振りで
ある．勿論ロ径の増大が與って力がある事は云ふ迄もない．菜，ティレ1ヌム海
も斑窯の集合に分離出來た事も牧獲の一つである・オウン＝ヤ大陸はエリダニ
や大陸に比し光輝は弱いが白く見られた．
　蓮二一上蓮の太く叉濃いカナル以外に，目を牽いたのは，シムメリウム海
の三二から北へ長く延びた2本のカナルが有り，これはシ菩イングの良い場合，
122 1937年魔接近の火星観測報告 天轟1麗
15糎にも明瞭に見られた．即ち，シソ＝ウス湖へ延びたエシオプス1，H蓮海及
アルシオニウス湖に達するパクトルス蓮河の2っである．
　渡邊氏はこれ以外に数本の細いカナルを見られたが略す．（未完）
　追詑　火星圖は次回に記載の豫定．
? ? ?
種　東　詰　大
太陽の遠くなったのが君だといふ
太陽をながくみつめてみると
鏡のやうに緑色に光砂だすが
その時の色が少し君にも似てみるが
それにしても遠くへいったものだ
全天の恒星中
君が一番大きいから
こんな比較もするのだが
いつもオリオンの南下で
大きく大きく澄んだ色
紺青色が桔梗色
露：のかかった：草の葉の
色に大きく光る君
ともすればおぼこ娘のウィンクを
おもはせるやうなまたたきもする
察の最大の誌面者
僕は君を目八分に眺めながら
「君よ，わが永遠涙の尤なるもの」
とつぶやきながら暗闇を歩くのだよ
